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２　学習計画及び評価方法等

(１)　学習計画

学期 月
4

５

６

７

教　科　名 科　目　名 区分

保健体育 保　　　健 必　　　修

１　学習の到達目標等

学習の到達目標
個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるように
し、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していく能力を高
める。

使用教科書・副教材
等

現代保健体育・現代保健ノート

授業方法・授業形態

教科書・プリント・視聴覚教材などを用いて、
１　健康社会と健康
　　　健康の考え方　生活行動と健康　精神の健康　交通安全
　　　応急措置
について説明し、ノートにまとめさせる。
ニュースや新聞を適宜使用しながら、現代社会の健康について理解
させる。

備考

学習内容 学習のねらい 活動の特記事項他

第
　
１
　
学
　
期

現代社会と健康 １　私たちの健康の
　　すがた

２　健康のとらえ方

３　さまざまな保健活
　　動や対策

４　生活習慣病と日常
　　の生活活動
５　喫煙と健康
６　飲酒と健康

７　薬物乱用と健康

８　医薬品と健康

　　　（１２ｈ）

・我が国の健康水準について過去との
　比較、諸外国との比較などを通して説
　明できるようにさせる。
・健康の成立要因や条件について理解
　させる。
・行政や民間機関・国際機関などがおこ
　なう保健活動や対策について、説明で
　きるようにさせる。
・生活習慣病とは何か、またそれを防ぐ
　方法について理解させる。
・喫煙・飲酒による害について理解さ
せ、
　げんざいの、喫煙・飲酒に対してどの
よ
　うな対策がとられているのかを考えさ
　せる。
・薬物乱用が心身の健康や社会に及ぼ
　す影響について理解する。
・理解させ、健康に好ましくない行動は、
　避けるという態度を身につけさせる・
　医薬品の有効性や副作用について理
　解させ、その正しい使用方法について

【課題・提出物等】　現代保健ノート



学期 月
８
９

１０

１１

１２

学期 月

【第１学期の評価方法】
　１　定期考査の成績　　２　小テスト　３　出欠席状況　４　授業態度・忘れ物
　５　提出物　　以上の事柄を総合的に判断し評価する。

学習内容 学習のねらい 活動の特記事項他

第
　
２
　
学
　
期

現代社会と健康 　9　感染症とその予防
１０　エイズとその予防

１１　健康に関わる意
　　　思決定・行動選択
１２　意思決定・行動選
　　　択に必要なもの

１３　欲求と適応機制

１４　心身の相関とスト
　　　レス
１５　ストレスへの対処

　　　　　（１４ｈ）

・現在問題となっている感染症、エイズ
　についての知識を正しく理解し、また
　自分でできる予防法と、社会がすべ
　きことを考えさせる。
・意思決定・行動選択が健康に及ぼす
　重要性についてかんがえさせる。
・個人が意思決定・行動選択をしやすい
　社会とはどのような社会かをかんがえ
　させる。
・欲求にはどんな種類があれか、欲求不
　満や葛藤のしくみ、青年期の欲求と現
　代社会のかかわりについてりかいさせ
　る。また、欲求がみたされない場合、
　心の安定をたもとうとし適応機制が働く
　こと。適応機制の種類とその問題点に
　ついて理解させる。
・ストレスの状態、ストレスの発生原因に
　ついて理解させる。
・ストレスについて、自分のできる対処法
　を考える。また自分の置かれてる状況
　を把握し、理論的・客観的に対処する
態
　度を育成する。

【課題・提出物等】　現代保健ノート

【第２学期の評価方法】
　１　定期考査の成績　　２　小テスト　３　出欠席状況　４　授業態度・忘れ物
　５　提出物　　以上の事柄を総合的に判断し評価する。

学習内容 学習のねらい 活動の特記事項他



１

２

３

第
　
３
　
学
　
期

現代社会と健康 １６　自己実現

１７　交通事故の現状と
　　　要因
１８　交通社会における
　　　運転者の資質と責
　　　任
１９　安全な交通社会づ
　　　くり

２０　応急処置の意義と
　　　その基本
２１　心肺蘇生法

　
２２　日常的な応急手当

　　　　　（１２ｈ）

・自分らしさの発見と心の健康とのかか
　わりについてりかいさせる。
・交通事故の実態と最近の交通事故の
　特徴についてりかいさせる。
・安全な運転のために運転者に必要と
　されているものを説明できるようにさ
　せる。
・安全な交通社会をつくるための方策に
　ついて、法的な整備、施設・整備の充
　実の面、そして、自分が安全な交通社
　会をつくるという態度を養わせる。
・応急手当の意義についてりかいさせ
る。

・心肺蘇生法等の原理や方法の基本に
　ついて学習させ必要に応じ実習を通じ
　て理解させる。
・日常的なけがや熱中の応急手当の手
　順や方法を説明し、適切な処置の方
法

【課題・提出物等】　現代保健ノート
【第３学期の評価方法】
　１　定期考査の成績　　２　小テスト　３　出欠席状況　４　授業態度・忘れ物
　５　提出物　　以上の事柄を総合的に判断し評価する。

【年間の学習状況の評価方法】
　　　１　定期考査の成績　　２　小テスト　３　出欠席状況　４　授業態度・忘れ物
　　　５　提出物　　以上の事柄を総合的に判断し評価する。
　　　　　　　　１・２学期評価と３学期の評価を総合的に判断し学年評価する。

確かな学力を
身に付けるため
のアドバイス

教科書・保健ノートは2年間使用するので紛失しないこと。テストは、学期に1
回なので範囲が広くなります。授業は講義形式が多くなると思われるが、授
業中しっかり理解を深めておく。

授業を受けるに
当たって守って
ほしい事項

　特になし

(２)　評価規準及び評価の観点

　１　定期考査の成績　　２　授業態度　　３　出席状態　　４　忘れ物　５提出物
　　１～５を総合的に評価する。　配慮が必要な生徒については、レポート提出により評価す
る。

３　担当者からのメッセージ
　特になし


